
 

 

 

 

 さしまクリーンセンター寺久には年間約２，６００ｔ

の資源ごみが搬入され、その内、約７７％にあたる

２，０００ｔ（令和 2 年度実績）を資源化物として再資

源化業者へ引き渡し、リサイクルしております。 

 今回はさしまクリーンセンター寺久に搬入される

資源ごみの処理の過程の追跡内容をご紹介します。 

さしまクリーンセンター寺久に搬入され

たペットボトルは、日本容器包装リサイクル

協会の指定業者に引き渡されリサイクルさ

れています。 

令和３年度に行われた日本容器包装リ

サイクル協会での品質検査におきまして、

厳しい品質基準をすべてクリアし、減点な

しの県内最高品質評価となる A 評価を獲

得することができました。 

 Q. Ａランク評価だとどうなるの？ 

→A. 原材料と同等の品質に何度も戻すことができる

理想的なリサイクル原料になります。 

最近では、ペットボトルを繰り返しペットボトルとして再

利用する「ボトル to ボトル」という新たなリサイクル方法

が主流となりつつあります。 

今後ともペットボトルの分別にご協力ください。 

磁石の力を使

ってアルミ缶と

スチール缶に

分別します。 

運搬しやすいよ

うにプレスされ、

各再資源業者に

引き渡しリサイク

ルされます。 

自動色選別と

いう機械を使っ

て、白・茶・その

他の色に分けら

れます。 

プレス機を使

って圧縮、梱包

します。 

仕分けした後はそれぞれ再資源化に向けて搬出します。

CV 

 資源ごみの行方  

～ リサイクルへの道 ～ 

【追 跡】 

集積所に出された資源ごみ

はさしまクリーンセンター寺

久に運ばれ、それぞれの置き

場に降ろします。 

 さしまクリーンセンター寺久では、かんやびんなどの資源ごみだけでなく、粗大

ごみや不燃ごみからも可能な限り資源物を回収しています。 

 粗大ごみからは主に羽毛布団や自転車、不燃ごみからは金属類・アルミ類・小型

電子家電等を回収し、再資源化業者へ引渡しています。 

 粗大ごみから回収した修理が可能な自転車は、クリーンセンター寺久内で修理

を行い、年に 2回ほど行われる「リサイクル自転車販売会」で販売しております。 

資源リサイクル課  

課長 青木 一哉 

かんライン ◁ びんライン ◁ ペットボトルライン ◁ クリーンセンター寺久 ◁ 
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